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Fig.1 に示す海底地盤内の礫層(Gravel)に設置した井戸(Well)内の水位を下記の 2 種類に変化させた場合の Soil(A)層と

Soil(B)層内の応力変形状態の変化をもとに，土の透水性と変形特性の関係について調査した。なお，Soil(A)層と Soil(B)

層内の z 方向の水の流れはダルシーの法則に従うものとし，透水係数はそれぞれ k0(m/s)と p･k0(m/s)（ k0，p は正の定数）

であり，礫層は十分に大きな透水性を有していて，礫層内での水の移動に伴う水頭損失はない。礫層の下部には不透水

性の岩盤(Impervious rock)があり，水の単位体積重量γw(kN/m3)，位置水頭の基準面は海水面(Sea level，z=0)，Soil(A)と

Soil(B)の飽和単位体積重量はそれぞれγA(kN/m3)，γB(kN/m3)，体積圧縮係数はそれぞれ p･mv (m2/kN)と mv (m2/kN)（mv

は正の定数）である。 

下記の文中の空欄にあてはまるγA，γB，γw，d，k0，mv，p，z を用いた適切な文字式または数字を，解答用紙の該当す

る欄に記入しなさい。 

1. 井戸内の水位を海水面(z=0)の位置で，十分長い時間一定に保持した。 

(1) Soil(A)層内部(d≦z≦2d)における z 方向垂直全応力σA1(z) =（ア）(kN/m2)，間隙水圧 uA1(z)=（イ）(kN/m2)，z 方向

垂直有効応力σA1’(z)=（ウ）(kN/m2)および全水頭 hA1(z)=（エ）(m)である。 

(2) Soil(B)層内部(2d≦z≦3d)における z 方向垂直全応力σB1(z) =（オ）(kN/m2)，間隙水圧 uB1(z)=（カ）(kN/m2)，z 方向

垂直有効応力σB1’(z)=（キ）(kN/m2)および全水頭 hB1(z)=（ク）(m)である。 

2. 井戸内の水位を z=d の位置に低下させて，十分長い時間一定に保持した。 

(1) Soil(A)層と Soil(B)層における z 方向の透水を支配する境界条件は，次のとおりである。①hA2(d)=（ケ）(m)，②

hA2(2d)=hB2(2d)，③hB2(3d)=（コ) (m)，④Soil(A)層と Soil(B)層を流れる z 方向の浸透水の流速は等しい。 

(2) この全水頭に関する境界条件を利用すると，Soil(A)層の内部の全水頭 hA2(z)=（サ）(m)，Soil(B)層内部の全水頭 hB2(z)=

（シ）(m)のように求められる。 

(3) Soil(A)層内部(d≦z≦2d)における z 方向垂直全応力σA2(z) =（ス）(kN/m2)，間隙水圧 uA2(z)=（セ）(kN/m2)なので，

上記 1.の状態と比較した z 方向垂直有効応力変化量ΔσA’(z)=（ソ）(kN/m2)である。 

(4) Soil(B)層内部(2d≦z≦3d)における z 方向垂直全応力σB2(z) =（タ）(kN/m2)，間隙水圧 uB2(z)=（チ）(kN/m2)なので，

上記 1.の状態と比較した z 方向垂直有効応力変化量ΔσB’(z)=（ツ）(kN/m2)である。 

(5) このとき，Soil(A)層と Soil(B)層内部の z 方向垂直有効応力変化に対応して発生する Soil(A)層の最終変形量 SA=（テ）

(m)，Soil(B)層の最終変形量 SB=（ト）(m)である。 

(6) SAと SBを実際に観測した結果，SA=SBであったという。このとき，正の定数 p=（ナ）となる。 
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